
【提案３】学習活動の工夫
見方・考え方を働かせながら学ぶ学習活動
問いをもつ段階での共有体験
図書館活用
考えの見える化、共有化を図る

ＩＣＴの活用
個別最適な学びの実現・振り返りの充実

研究主題に迫るための
３つの提案

【提案１】教材の工夫
地域教材・地域人材の活用
コミュニティスクール・ユネスコスクールの活用

【提案２】学習過程の工夫
「問い」の解決を繰り返し、

学びを深める学習過程
主体的な問題解決のための単元デザイン
探究的な要素を入れた問題解決の過程
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「問い」を重視した問題解決学習
個別最適な学び

児童の問い

指導内容に準拠 発展的な内容

学習計画に位置付け 調べる過程で各自追究

【提案２】学習過程の工夫
「問い」の解決を繰り返し、学びを深める学習過程
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児童に提示した資料

【提案２】学習過程の工夫 「問い」の解決を繰り返し、学びを深める学習過程

第４学年「自然災害から人々を守る」

すぐ近くの隅田川があふれる様子
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学
習
問
題
①
：災
害
を
防
ぐ
た
め
に
、だ
れ
が
ど
の
よ
う
に
し
て
取
り
組
み
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

単元の目標：自然災害から地域の安全や人々を守る諸活動にして、過去に発生した東京都の自然災害、関係機関の協力などに着目して、聞き取り調
査をしたり地図や年表などの資料で調べたりして、まとめ、災害から人々を守る活動を捉え、その働きを考え、表現することを通して、地域の関係機関や
人々は、自然災害に対し、ざまざまな協力をして対処してきたことや、今後想定されえう災害に対し、様々な備えを選択・判断したりできるようにする。

第４学年 社会科「自然災害から人々を守る活動」単元デザイン

【追究する】

学
習
問
題
②
「
：水
害
が
起
こ
っ
た
ら
、だ
れ
が
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
の
か
。

ま
た
、自
分
た
ち
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。

第３時
問い：国や東京都はどのような備えをしてい
るのだろうか。
①国や東京都の災害対策（備え・公助）につ
いての取り組みを調べてまとめる。
・河川の整備 ・下水の整備

オリエンテー
ション

東京都ではど
のような自然
災害が起こっ
ているのか。

第１・２時
①自分たちの
くらしが水害
からだれがど
のように守っ
ているのか疑
問をもつ。

②東京都で起
きている水害
について考え
て問いをつく
り、学習計画
を立てる。

第１０・１１時
問い：「わたしたちにど
のようなことができる
か」考えよう。
①岩淵水門で働く人
に、「どのようにして
水害から守っている
のか」「どのような備
えや対処が行われて
いるのか」について
インタビューする。

第４時
問い：江東区では、水害に対してどのような備
えをしているのだろうか。
①江東区の災害対策（備え・公助）につい
ての取り組みを調べてまとめる。
・ハザードマップの作成
・水害時の避難手段の作成
・消防、警察との関連

第５時
問い：学校や地域では、どのような取り組みを
しているのでしょうか。
①学校や地域の災害対策（備え）についての
取り組みを調べてまとめる。
②防災倉庫を見学・体験し、町会長に話を聞
く。

第７・８時
問い：地域の住民同士がどの
ような備えをしているのだろう
か。
①自分の町に水害が起きた時
にどのように対処がされるか
について、地域の住民同士の
協力、備えと対処（共助）につ
いて調べる。

（総合的な学習の時
間 単元名｢防災、大
作戦」）
問い：水害からくらしを
守る取り組みを関連
図にしてまとめよう。
①自分は、水害に対し
てどのような備えを
することができるの
か。マイタイムライン
を作る。
②発表する。

第６時 前半
①岩淵水門以南の荒川の上流が氾濫や決
壊をしたときには、その水が隅田川に流れ
込み自分たちの街にも洪水が起こる可能性
があることを知る。
②新しい学習問題を考える。

問いをもつ 追究する まとめる いかす

第６時 後半
③水害発生時の対応、対処に
ついて調べる。・消防署の人
が、家に閉じ込められている
人を助ける。
・仮設住宅が建てられる。
・自衛隊の人がやってきて、ヘリ
コプターで助けてくれる。
・警察官が行方不明者を探す。

第９時
問い：水害からくらしを守るた
めに各関係諸機関がそのよう
な対処と備えをしているのかま
とめよう。
①水害からくらしを守る取り組
みを関連図にしてまとめる。
②家庭、学校、江東区、東京都
日本国がどのように連携して
水害からくらしを守っているの
か考えまとめる。

社会科単元デザイン【提案２】
学習過程の工夫
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国や東京都では、どのような
備えがあるの？

学校は、避難所になるの？

江東区では、どのような備え
があるの？

助け合うことが大事なの？

水害から守るため人々はどの
ような働きをしているの？

わたしたちにはどのよ
うなことができるの？

問い
社会科単元デザイン【提案２】

学習過程の工夫

だれが助けてくれるの？

どんな協力をしてるの？
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まとめ

深い学び



八名川
まつり

【提案２】学習過程の工夫 「問い」の解決を繰り返し、学びを深める学習過程



社会の形成者としての資質能力を育てるＥＳＤ

学習指導要領改訂

「持続可能な社会の創り手」

【提案２】学習過程の工夫 「問い」の解決を繰り返し、学びを深める学習過程


